
－1－

福野地域 会議録 

件名 福野地域提言実現検討組織 人づくりグループ 第１１回会議 

日時 令和２年 3月 24 日（火）19時～21時 場所 有川呉服店（福野地域 上町通り） 

出席者 人づくりグループ メンバー：3名、福野縞の会メンバー：8名、 地方創生推進課：2名 

内容 ・福野縞の歴史を学ぶ、 ・福野縞の会の活動について話を伺う、 ・福野縞の機織り体験 

概要 ◆福野縞の歴史について、福野縞の会メンバーの勢濃力夫さんからお話を伺う     

→別紙、資料「福野縞の興隆」参照 

◆福野縞の会の活動について、福野縞の会メンバーの栗山芳雄さんからお話を伺う   

・エコビレッジ推進課の補助金により、機織り機を整備（修復）した。 
・経糸（たていと）を並べる整経（せいけい）の作業は、手動でも出来るが、ほとんどは、
福野地域岩武新の県産業技術研究開発センター生活工学研究所で所有している整経機
を利用させてもらっているとのこと。生活工学研究所の前身である県繊維研究所に勤務
されていた、メンバーの六反さんの人脈により利用させていただいているが、機械その
ものが大変古く、今後もし故障しても修理は難しいのではないかと思われ、もしそうな
った時にどうするかを心配しているとのこと。 

・伝統工芸品として、福野縞の会のメンバーがサポートしているが、収益は材料代にもな
らないとのこと。もし、人件費や材料代などと考慮して値段を付けると、高額になり過
ぎるそう。 

・活動を継続していくためには、市からの助成が不可欠、とのこと。福野縞を商品化して
販売するのが目的ではなく、かつての福野の経済を支えた素晴らしい綿織物の福野縞を
後世に伝える活動をしているそう。 

・現在の 50～60 代の人たちに、福野縞の記憶はもう残っておらず、更に上の世代である
70～80 代の私たちが、福野縞を伝えていかないといけないと思っているとのこと。 

・若い皆さんには、この会や福野縞の応援団になってほしいとのこと。 

◆次回会議                                   
日時…令和２年４月２日（木）午後７時３０分から 
場所…福野庁舎３階 ３０２会議室 
内容…今後の取組内容の検討について 
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 別紙資料 
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